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第一コ リント書における神の間題*

原 口 尚 彰

は じ め に

新約'理1!,tは体系的な神に ついての教説を展開しているのではなく ,

旧約 ・ユダヤ教の神理解を前提に した上で, 析に触れて神の業に つい

て言及するに'認まる。 イ ーtスは, 神の支配の到来をその宣教の中心に

置き, 聴衆に同心を追つた(マタ4 : l 7 ;マコ l : l 4- l5)。 イ ェ スはま

た神の支配につき, 民衆のll常生活に素材を採つた喩え話しを語つた

( マ タ l 3 : 3-5 8 ; マ コ 4 : 3 --ll)。 イ ェ ス は さ ら に, 自然世界に働く創

造主の配i位に聴衆の注意を促した(マタ6:26-30)。 さ ら に, ゲツセマ

ネの祈りにおいてイ ェ スは神をアッバ(父)  と呼び, 神の存在の近さ

を示した(マタ26 : 39 ;マコl4 : 36 ) '。 これに対してパウロは, キ リ

ス ト に お け るilllの 決 定 的 行 動 と い う 視 点 か ら ( ロ マ 3 : 2 l -2 6 ; 5 : l -
l l ; I コ リ l : l 8-2 5 ; 6 : l 4 ; l 5 : l 5 他 ), all造 .tや, 歴央のit, 救い

の神という新主題を解釈し,神の業と世界の救いを語る 2。そのため,新

' 本構は,2005年6月 l 8 l Iに l制的大学で行われ1l::,、l本基管教学会第:;8同東北
支部会に」:;l, 、て行 - .,たI. llii晩表に加Tしたものである。

、 J.M.Bas1sler. ' ' (i‘?in the NT.” .,‘lBD 2 . l 0・l 9 ; l l .D. I1;etz. ''0eof.”E、l N7 2.
:3・19-350 :C . l)emke. ''Gott l、'. ]:、1eues Testan、e、、t.”「R E l 3 . 6・l7-6・l 9 ; A . L i n -
demann. '' (;ott.I l l .Neues Testamcnt.” RG G' 4.1l0:-),を 参度l。

2 J.M.I1las1sler. “ (、iod in the NT.” ABD 2. l049 50;H.D.Betz. “0,Eo f・.”
l1、、l11、n、 2.3lil ;C.D,emke. ''CottlV.Neues Testament.” 「RE l3.6l6-647: l-l.
Kleinkn,ecl、t c、t al.. “0e,o,l l.” 71l、、'N'7、 23.65- l 2 0 ; A . I.indemann. “Gott.III.
Neues Testament.” RC( ' l . l I06を参照。
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約神学研究において和llに ついての考察は, キ リ ス ト論や救済論の背後

に選くことがしばしばであった。 しかし, パウロにおける神に ついて

の言説は, キリスト論や救済と密接な関係を持つに しても, それらか

らは独立な考察対象になりうる 1ll1l要な事柄である。

本研究では, パウロにおける神の間題を論じる一-・環として, 第一 -・コ

リント書に:1:iける神の間題を採り上げて考察する。 この書簡において

パウロは, 和llの知恵・力のi1考示としての十字架の言 1集 と い う (I コ リ l :

l8-25), パウロ間有の啓示理解を示す主題を論じてぉり, 第一コ リ ン

l、書はパウ ロの神理解全体を読み解く銀を提供しているからである3。

l. 神の知恵・力の啓示としての十字架の言葉(I コ リ l :  l 8-
25) 4

パウロは コ リントにおける伝道説教において, 力'ラテヤ伝適におけ

ると同様に(力'ラ 3 : 1 -5), 十字架に1果け ら れ た キ リ ス ト を 宣 べfi1 えて

いた( Iコ リ 1 : 2 3 ; 2 : l -5)。 彼は回lifiし っつ,「私はあなた方のll1llで

:' l'.-G.KIumbics.1)i,l・ lil,ld(, l,- (;o l/ b,l ,i 1‘M1,ls ,',, nt,・一, (,i lg-1・1、,,'( fil1l(・1-,
l、' ,''l(a:l (FKl.ANT l 55 : (;0tti、、gen: 、'al、denl、(、ec、、& l1:uprec l、t.l99') l.i, パ

ノ l:lの神についての言説がl1 リ ス ト 論 と 表 l1lt一体 で あ る こ と を 明 ら か に し て い る

が,神の行動にばかり関心を集中し,認識論的側面に関心がないために, l _' リ l :
l 8 2;-) を本格的な分析対象としてぃない。

' l:1 リ l : I:i :;lの詳しぃ釈機的分析は,C.K.I;arrett.71l‘・l・、1i',・s'1i1),s'11, l o l 1l(,

(.:‘,,,',,lhians・ ( l_o、、d( ln:BIack. ll1l68) :-i0-56;lll.F.Collins. 1・,',?f Cori',,l11,' l",s
(Sacra l'agina7;Col lege、,ille. M.S : T h e  Liturgicall'r,ess. l999)86 ・ l l l ; I I.
ConzeImann. 1Jr,' e,s・l eルr'(f _ fffe K_',,//,( ,,' (COttil、gel、: 、'andenhoeck&
ltupreにh t. l 9 8 l ) :-)8-69;E.l・、aKher. i2r,' ‘・,s・lt・ a,7'ef - rf,' (・ K_r',,l加・,, (ThlI -
KNT7/1 -2 ; ・l .Aul1. ; l ier l i n : l1l:vangelische Verlagsanstalt. l988)96 - l0・l;G.
I).l・、ce. ni(・ M',s・l a「,'islfo, l,, /f,(・Co'7'''lf,faM s ( (; rand l tap ids :h・rdmans. l987)
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第一:l リ ン I、 ,ltに 」1;ける神の間題 :i

は, キ リ ス ト, しかも十字1果にi架けられた キ リ ス ト し か 知 る ま い と 決

心し「 :l」 と 語 る の で あ る ( I コ リ 2 : 3 )。 しかし, パ '1l'ロが去つた後に

コ リントには争いが生じた(1: l0- l7 )。 それは直接には, どの宣教者

によって信仰に導かれ, 洗礼を受けたかということに起因する派関抗

争であったが(l :  l 0-16), パ ウ ロはその根底に宣教者個人の知識や人

間的能力に依拠することによって, キ リ ス ト の- ・l ・・字象!の使信を空しく

するfii1険を見て取つた ( l : 1 7 )。パウロは コ リ ン ト 人 た ち に, かつて

伝適説教の中で語つた十字架に1果 け ら れ た キ リ ス ト のケ リ:,.グマを i li

度想起するように f足している。 パ ウ ロによれば, 十字1架に架けられた

キリストを救い主として宣べ伝える十字「果の言葉は,神が自己を啓示

66-7:l l ; l ).(iarIand. 1 (、o,inl1lia"s ( (;randlllap ids: l'iaker. '00:;) 1li9-7 2 ; l i.J.
Klauck. /Jt,,・ e,s le ルr'‘;'' 一‘ff‘, K-',,lf_・ (2.Aull.: 、、'tirzburg: l i chter、'erIag.
l 9 87 ) 2.l ・ 2:); F . l一、g. /'f‘・ ルr' l;f ・ ,″,,ff‘・ K,,,加lf,‘・,・ (1N'T D 7 ; (;littingen: 、'an・

denl、‘lec k & ltuprecl、t. l986) 27-:;2;II.Li,etzmann. De,- (・,1・ll , 1;ri(f a"‘! ie
Ko,i,,l11,t, 1/u (llbl'、:T 9 : ). ^u l I ; Tubinglel、: J.C.I ・;.Mohr. l9li、9 ) 8-1 0 ; l I .
Merklein. De,・ e,1s・/e l;ri(f a n d it, l、' l:,,inl1!e,・ ( 0 T I、N T 7 / l - 2 ; (;u tersloh: ( ;.
Mohn. l9lll2-2000 ) l .、ti‘ 一 l 9 l : A . I・l1obertson and A . l'Iummer..,l(,i l i,m l a n(11
al・ag(,l,'-l C o,,一‘,,,f̃、・ 一 l 加 F,',s・l 1.'p,slfe f o l f,(・ Co,加l加'fa,s ( lidinburgh:T.
& T.CIark. l9 l、) 、l,2.l; 、、'. Sc l、ragl1・. l)( ,,・ ,l,,:sll・ 1i,i,‘:'- - dilt, /、',,,i,,l1,e,・ (E K l,l1
7/l -・l: ・l B‘al、de ; ,llilricI、一 Br;au、、scl、we i g : I ienzinger 、'erI lg ;Neuk i r c l、,l'n ・

VIuyn:Neuki、-cI、el、し1・r 、'erIag. l99l ・ :1:002) l.l65 20:; ;A.Str,l,bel. l)e,・ ( ,,:sl(・

Britf ,m dic K,,,i,,l1-・ (1llBl,、6 . l ;:1laricl、: T l、eol,l、gischer Vel- l、g. l989)4 )- 1ll:; :
A.C.Tl、iselton. 7'1,,‘, 1・1i,slE1,ilsl lt, l, l11 ,Cori'l//,,'_s ( (;ral、d lllap ids : l1:erdma、、s.
2000) l50- l 7 5 : I i.、、'itl、eringtonlIl. C‘,,,11li,t・l・e C,,,,,m,,'1l、・ '''l C‘,,'i nth .' .1、
Sl,(i,,,1、l'1,llo,ical' Cl,,″,,,, ,,,l‘11,,、,,, 1-,d 2 Cori',,l lli'ans ( (ira、、d lll lpi d s : I.erd・

mal、s. I99:-i ) 1o6- l:11o ;C.Wolf「.1)‘・,・‘,,s・l‘,l;,il:,l'an ,lli,l,l l:o,i,,//,(・,・ (Thm:1、'T 7 ;
Berl in: l1l:vangeIische VcrIagsal、stalt. l 9 9 6 ) 3・l ・l l ; F . V o s. l)“s 、l 'o't t'('''!
K,・l,,,i ,,,,ll ff fe″,-s‘f,/f,f,‘・ l, '-,,,,,l'7 .Z,″・ S'ol-',,fagf ( , eft、s 1. K,,,f,,lf-・a,f‘:l l s
(Glitting,l1・n: 、'andenl、(,eck ,S:: llluprt・cl、t. 2002) :;l lil - l 0 8 ; H . 、、'ed,er. Da、s 、l ,''l
fcs,, a,・,' l im !,,s. l.',',, l 'e,3,,‘f,. fta ,・ ‘f_ (,' (・s‘・f,,' (f,/sh, i,‘g ,f‘ s・ ‘・f m's la( ・f,_
1(';1(m bl ″s;,(i(f,i,td-k- ( (iotti、、gen : Vandenhocck&Iltuprecl、t. l98l)l37- l.56;
H.Cl、. l、ammler. /、',l,1,l _ ,t,td 出,ils1l,‘,,'l ( W llNT 11l:; ; Ttibil、gen:Mohr, 1997)
50- l:1l:;を参.路i。

6;-) -



する神の知.意であり, 信じる者を救いへと導く神の力である (1 : 18,

2l,24,25, 30)。 十字架の言薬が神の力であることは, 信じて救われる

者には理解されるが, 信じず, 救われていない者には, t整l.かなものに

しか見えないのである。 パフロはここで, キ リ ス ト の一 l一字1果を救いの

根拠とするだけでなく, 神に ついて知る認識を与える手段としてい

る5。パウロにおいて一l一字架論は救済論の間題であると共に, 神が自己

を啓示する啓示論と神を知る認識論の間題となっているのである。

l-字1架の言葉は, 神認識の試金石である。 キ リ ス トの十字架におい

て神の業と救いの成就を見ることは, しるしとして力ある業を求める

ユダヤ的なメシア観には願きであり, 知.出iを求めるギリシア・ ロ ーマ

的知性にとっては.患かさそのものであった ( l : 1 8 )。 一l・字1果に 架 け ら

れたキリ ス ト ( メ シ ア ) と は, ユダヤ的な理解によれば形容オ'后であ

る。メシア連動に失敗して処刑された者は, メ シ ア結称者に過ぎず,結

局 の と こ ろ メ シ ア で は な か っ た こ と を 示 す と 考 え ら れ た か ら で あ る

(マコl5 : 29-32並行を参照)6。ユダヤ的な理解によれば, メ シ ア と は,

敵を打ち倒して, ユダヤの l i lを解放しなければならない ( ソ ロ 詩 l 7 :

2 l -46;ルカ24:19)。 メシアは力あるしるしによって神から通わされ

た者としての正統性を証明出来る者でなければならない ( マ コ 8 :  l l

並行)。 他方, ギ リ シ ア・ローマ世界において十字架刑は, 支配者が反

逆者に対して課した残llli'な極刑であり, - l・字架は死刑の通11,1l:と し て ぉ

ぞましぃlt会i'建 な イ メ ー ジを持たれていた 7。 ギ リ シ ア・ローマ的知性に

' Thieselton. l58; 、'os. lll3.

' この点については, 抽和3l パ'.l'口書簡に .l1iけ る ・ l・字架の期き .I l パウロのflf 教」
教文館, 1998年83- l02 i11lを参lll'f。

M.l-lengeI.“Mors tlLlrpis1sima crucis. l )ie I、reu7igung in der antiken WeIt
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第一 コ リ ン ト ,l;に!iける神の間地 :-)
とって,十字 1'果上に刑死した者を数い主と して信じるキリ ス l、教は「有

害極まる迷f -1lI で あ り, i怨.か さ の 極 致 に 見 え た の で あ る ( タ キ ト ゥ ス

「年代記.l l5.44 ;小プリニ,11' ス 「書簡集.l l 0.96.8を参照)。 この lltの知

恵はキリストの十字架の内に神の知恵と力を認識することが出来な

かった( I コ リ l : 2 l ; 2 : 8 ) 。 一 l・字架における神の知意と力のi,等示は,

こうしてこの世の知恵に対する裁きとなった(l:20-2l ) 8。自然 ll li1lfe-に
内在する法 lllll性を探求し, 歴'史世界の出来事を分析するこの ・世の知.意、

には, 十字1果に救いの出来!iiを見る可能性は開けていなかった。 この

世の知iii、が キ リ ス トの一l・字架の救済論意義を認識することが出来ない

のは, この出来事が従来の・世界の常識を越えた全く新しぃ終来的出来

事であるからである9。 このことは, 神を認識する根拠は人間の知性に

はなく, 神の自己啓示にあることを示す。一l一字架における和llの力の啓

示を理解する能力は自然の人間のうちにはない(ロマll: 33を参照)。

神に ついての認識は,神の救いの業に与ることを通して与えられる。神

認識は, 1llllの知恵を極める理'離によってi僅iみとして与えられるしかな

いの で あ る ( l コ リ 2 : 1 0- l6) '°。

und die» Torheit« des» Wortes 、・om Kreuz« ” in lllt,c加fertig mlg (FS. E.
Kasema、m ; Tubingen:Mohr. I '76 ) l 25- l 8・l ( -:f.1l成正策・:t.岐eSlif、、1llt 「- l・字果 :
そのl●a更的係求1l 1l'ルダン社,198:;年) ;H.W.Kuhl、,“Kreuzesstrafe wahrel、d der
fr iuhen Kaiscraeit. lhre WirklicI、Il.eit und Wertung il、der UmweIt desChris・
tentums.” ANM l' l I25.l. 6‘l8 -793を参照。
' Weder. l・l・l - l 17;Merklcin. l 79Schrage. l.l75 ;Kammler, l l 2 .
9 Con7eIma、、n. 65;Kammlc、r. 88 -92Schral!le. l. l90;Merklein. 220 ; l・I.

Ilahn. '11le(,1,l lgt'ed(,s Neue,, 「eslan,t,nts ( 2 開n d e ; Ttibingen:Mohr. 2002)2.

l52.

'o MerkI,eil、. 2l8;Weder. I7I - l72; I Iahn,2.l 4 9 ; U.Wilckens,Tlteologiedes
N,et l,en '「l,s!m,!_1ls (Bd.l/l ・ 3 ; Ncukirchen-V、u y n : NcukircI、ener Verlag.
2002-2005) l/:;.76-77.
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2. 唯一の神

2.l 唯一神論

パ ウ ロ は コ リント人に対して,「一人の方以外に :神はいない」 (Iコ リ

8 : ‘l), さ ら に, 「私たちにとって, 父なる神はu能一であり, すべては

神から出てぉり,私たちも神のために存在する 」 と 述 べ る ( 8 : 6 )。神

のu能一性 と い う こ と は, パウロと手紙の読者である コ リ ン ト 人 た ちの

間に ・jt通な認識であり, パウロが最初のコ リント伝適の時に伝えたと

推定される"。 異教の神々は神ではなく人間の手が造つた人工物であ

る か ら, 異教の神像に献げた肉を食ぺても偶像礼科iにならないという

コ リ ン ト 人 の一部の識論に対して, パ ウ ロはその認識は間進つていな

い が,そのような認識を持たない他の信從を願かせる危険を指摘して,

要に基づいて行動を自重するように勧める(8:7-1 3 ; さ ら に l0:28- ・

29も参!K0 '2。

l 神は可ll一である」 という言葉は, 「間け, イスラ ェル。主は私たち

のi中であり, ;iiは唯一である」という申命記6:4の言葉に山来する '3。

但し, 中命記は主以外の神々の実在を必ずしも;i!i定してぉらず, この

言1集lt l・成における他の神々を礼祥することの禁止と同様に, .iiのみ

l' Carland. 367:Wilckens. 1/3.37-88..
'- WiIck,ens. l/:;.89;Klauck, 60;A.Lindemann. ''Die Red,e von (;ott in der

patlliniscl、en T、、eologie ” id,em.. R mttus. Aposl( ll t‘"d l.‘1l1'''er d‘''' K'''' ('ltt'
(Tilbi、、gel、:Mohr. l 9 9 9 ) l 6 ; E .-M.Becker. '' l・l I.';ell;0.':tln d l K o r 8 .  Zur
friihchristlichen EntwicI( Iung und Funktion des Monotheismtls.” l、'''' (;ot!ttn d
(f,, 1 l(,rr. Z,″,, Kon l(,x・l d e s M :,,lol11eis″tus i,,: N ,,, "「‘,slan,l,,,l (hrsg v.W.
l'opkes/lt.I;;rucker.Neukirchcn - Vluyn:Neukirchener VerIag. 2 l l 0 l ) 75-78参
1照。

l' l l l 命 記 l): ・l は '、t観 1lt,i l''11 ',、1伝 承 に も 引 用 さ れ て ぃ る ( -'‘' ::.' l 2 : '9 を 11l11ll‘0 。
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第一:1 リ ン ト11liにおける神の間題 7

を萍し, 主のみに仕えることを求めるに留まる(出20: 2-6 ;  中 5 :  6-
l0)。イスラ ェルにおいて唯一神論の確立が確認されるのは, 第二イザ

ヤの時であり, この預言者は主以外の神は存在しないことを明確に述

べ て い る ( イ ザ 4 3 : l 0 ; 4 5 : 5, l4-25;46:9) l 4。

第二イザヤのl!l進一神論は初期ユダヤ教に継承され, ヘレニズム ・ ユ

ダヤ教文献に しばしば言及される ( シ ビ ュ ラ 3 : 1 l - l 6 ;  ヨセフス 「古

代誌』4.20l;5.1 l2 ;8 .335 ;フィロン「十戒総論」64; f ガ イ ウ ス.l 1l5;

「世界の創造に ついて Jl70-172他)。特に, ソロモンの知恵l3章は, 異

教の神々は人間がその意匠に従つて造つた偶像であり, 人を救う力を

持たないことを指摘し, 異邦人社会の倫理的混乱の根本原因を真の神

を知らず, 偶像礼祥に耽ること見て非難している。 唯一神論を初代教

会がヘレニズム ・ ユダヤ教を介して継承したことを, ロ マ 1 : l 8-32;

3 : 3 0 ; 使 l 4 : l 6 ; 1 7 : 2 3-3 0 ; I コ リ 8 : 4-6 ; I テ サ l : 9- l 0 ; へ プ

6 :  1等の箇所が示唆している '5。 ヘレニズム教会の異邦人向けの伝道

説教は, 創り主につ い て 語 る こ と と ( 使 l 4 : l 5-16 ; l 7 : 2 4-27), 異教

の神々に仕えることから生ける真の神に立ち帰ることを中心的な主題

と し て 合 ん で い た ( 使 l 4 : l 4-1 5 ; ロ マ l : 2 3 ; I テ サ l : 9-10; へプ

6 : 1 ) '6。パ ウ ロ は コ リント伝道において,十字架に架けられたキリス

I' B.Lang. “;Zur I・:ntstehung des biblischen Monotheismus.” ThQ l66(l986)

135- l42. G.von.Rad, Theo1ogi‘,, des A1le,, Tesfa,,te,ttls ( 2 B1llnde ; Munche l、:
Kaiser, l960-1962)2.223-2 25,240 : J.J.Scullion, “ (iod in the 0 T.” ABD2.104l -
l 0 l 8 ;Conzelmann,88Schrage,2.237.

、S Bultmann,R. T heollogiedes Net,e,l Tesla″len ls (9.Aul1.durchgesehenund

erganzt v . 0 .Me r k ;Tubingen:Mohr,1984)69-73を参照。
l 6 I;uItmann, 6 8-72;MerkIein,2.184;I-lahn. l, 166- l67;Wilckens. 1/2.54 ・

55. - 69 -



トを宣べ伝えたが(Iコ リ 1 : 2 3 ; 2 :  l-5), キ リ ス トを信じるとは救い

のためにキリストを世に適わし(ロマ8:3 ), 十字架に架けた :神を信じ

る こ と で あ り, この神は唯一の方なのであった(Iコ リ 8 : 6 )。同様な

こ と は, パウロの力'ラテヤ伝道についても言える(ガラ 3 : l -5 ; 4 : 8-
9)。 この唯一の神を知り, 神を愛するとは, 同時に神に知られること

であり, この排他的関係は他の神々を礼拝することからの解放をもた

らしたのであった(Iコ リ 8 : 3 ; ガ ラ 4 : 8-9) '7。

2.2 唯一の神と唯一の主イェス・キ リ ス ト  ( Iコ リ 8 : 4-6;cf.エフェ

4 : 5-6)'8

I コ リ 8 : 6 においてパウロは, 「私たちにとって, 父なる神は唯一で

あ り, すべては神から出ており, 私たちも神のために存在する」 と述

べ た 後 ( ロ マ l l : 3 6 も 参 照 ), 直 ぐ に 「主イ ェ ス ・ キ リ ス ト は 唯一で

あ り, すべてはキリストによって存在してぉり , 私 た ち も キ リ ス ト に

よって存在している」 と述べる。 ここでパウロが引用する信仰告白伝

承の背後にある論理は, 神が唯一であるのと同様に主イ ェ ス ・ キ リ ス

ト も一人であり,神はキリストを通して世界を創造したのであり ( ヨ

ハ 1 : 3 ; へブ1:2を参照), 万物は神のために存在し, 私たちはキリ

ス トを通して救われたということである '9。創造主である神の唯一性

'' Bultmann,7l;Schrage,2.233-235;Garland,370-37l.
'8 l コ リ 8 : 4-6の詳しい釈義的分析は,Barrett, l91 - l93;CoIIins, 3l3-32 l ;

ConzeImann,l76- l80;Fee. 369-376;Garland. 363-377;Klauck,60-62;Lang,

27-32;Lietzmann. 37-38;Merklein. 2.183-192;Robertson and Plummer. 166 ・-
168;Schrage,2.235-251;Strobel,l32- l37;ThiseIton, l 5 0- l75;Witherington
I I l , l97- l98;Wolf f,34 -4 lを参照。

l 9 Barrett, l92- l93;Fee. 374;Schrage. 2.243-245;Merklein, 2.l89.
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第一 コ リ ン 、、 ,l ''に 加1る神の間題 9

と創造と数済の伸介者であるキリストの可ll-・性は密・接不可分なことと

捉えられ, 神論とキリスト論は表要一体の事l門となっている 2°。

3. 創造主(Iコ リ 8 : 6 ; c f . 使 1 : l 5 - l 7 ; l 7 : 2 2-3 1 ; ロ マ

1 l : 3 6 ; エ フ ェ 4 : 5-6)

ユダヤ人信徒であるパウロは, 神が創造li1であることを当然の前提

に している。 ll9tは創世記の記述を基礎に神の言1葉iによる光の創造を論

じ ( I I コ リ 4 : 6 ; 創 l : 3 ), 人期の始組アダムの創造に言及する(I コ

リ l 5 : 4 5-4 9 ; 創 2 : 6-7)。 彼は旧約聖i1要のfilj造論からさらに進んで,

無からのfilj 造 (creat ioexn ih i lo )を論じている(ロマ4: l7) 2'。第一・

コ リ ン ト 1!tにおいてパウロは,特にキリストの複活と終末時における

究者の1eilffiの希望に ついてl論じる文脈で神の創造に つ いて言及する。

それは コ リントの信徒たちの間に終末時の死者の復活は無いと論じる

者が出てきたので(I コ リ 1 5 : l 2 ), 伝道の時に伝えたキリストの死と

復活を告げる信仰告自伝承を再度想起するように促した上で(15:3-
7),神の再創造の業として死者の復活の事柄を1111ll し く 論 じ る  (15 :20-
58) 2 2。パ ウ ロに よ れ ば, 天地創造に際して最初の人アダムを創つた神

は ( 創 2 : 6-7), 第二のアダムであるキリストを盤の体に復活させた(I

2° Lindemann. l8;Klumbies, l29-l30;15l-l5:; ; l iahn. 2. l61; l;ecker. 8‘l -
85;L.l lurtado, 〇,1e God. 〇,l,L, l-,d.' Ell l'l、,a,,i slt'a,, Dlaolio'l a'td Mo,!‘,l1,l1,・

1lls″, (2nd led. ; I'hiIadeIphia:Fortresls;Edinburgh:T.&T.Clark, l 9 8 8 ) l 7-:;9
を参照。

2' 3tiし く は , 「パ '1'ロにM1るCreatio ex nihi、o : t」一一1,'許4章l7節後平・につ

いて 」「パ'1' l:'の1ii教」 教文館,1998年l70- l75 1rtを参照。
u Klun、bies. 153- l54.
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l0

;:l リ 15:20 -28. 42-49)。 キリストの復活は神の業であり, 信仰者が終

来の時に神の力によって復活する希望の根拠である(lコ リ 6 : l 4 ;

l 5 :  l5)。最初の人アダムの罪によって死が世界に入つたように, キ リ

スl、によって1ti活 が 世 に も た ら さ れ た ( I コ リ l 5 : 2 1 ; さ ら に, ロマ

5 : l 7 も 参 照 )。 キリストは初穂(dmapx方)として甦つたのであり, す

べての者はキリストにあって死者の復活の希望を持つ(I コ リ l 5 :

'22)。人間の究樓的救いの希望の根拠は, 無 か ら 有 を 創 造 し ( 口マ 4 :

l7),死者を復活させる創造主の力にあることになる(Iコ リ l 5 : l5-
l6) 23o

4. 神の真実 (信実) ( Iコ リ I : 9 ; 1o : l 3 )

( l )  神の教会

I コ リント書においてパウ ロは, 教会が「神の教会(i ; ,iにa11to1ta ・roo

elEo〇)」であると述べる(Iコ リ l : 2 ; 1 0 : 3 2 ; l l : 1 6.2 2 ; l 5 : 9 )。こ

れは, 'E推の交わりである教会は, 神が信徒たちをこの世から呼び集

めることによって成り立つという理解を反映している。 従つ て, 信從

をi!1!i!lす る こ と は, 神の教会を迫害することになるし( l5 : 9 ), 信従

たちに配i,Siすることは神の教会のためであり, 神の栄光のために行う

こ と と な る ( l 0 : 3 2 )。 教会を指導する宣教者たちは神に率仕する者で

あ り, 神から1ii1教の業を託された者である(l :5)。:il11教者たちが行う

宣教活動を通して教会は成長するが, 宣教は宜教者たちを通して行う

a l.indemann. 26;Klumbics. l6:3 を参照。
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第一 コ リ ン l、,l;における神の間題 l i

和llの業であり, 「成長させてドさるのは神である」 ( 1 : 7 )。

パ ウ ロはIコ リ ン ト書'i1ll速iの序言を, 「私たちの父なる神と主イ ェ

ス・ キリストから1出iみと平和があなた方にあるように」 という言薬に

よって締め括つている(Iコ リ l : 3 ; さ ら に, ロ マ l : l ; l 5 : 6 ; I I

コ リ l : 3 を 参 照 ) 24。これは初代教会の礼ll11llに由来する祝構句であり,

教会に 神とキリストが臨在し, その恵みと平安が礼祥を通して与えら

れ る こ と を 祈l9i している。 この句は恵みと平和を与える .ii体として父

なる神と主イ ェ ス ・ キ リ ス ト と を 挙 げ て い る が, I I コ リント書の結び

に引川されているより完成した祝持句では, 父なる神とキリス ト と'-9'
望を ',!,1lみと愛と変わりを与える主体として学げる(I Iコ リ l 3 : 1 3 l -i
イ ェ ス・キ リ ス ト のiSiみ,父なる神の愛, ?使盤の交わりがあなた方一
同 と ・1t-に あ る よ う に .l ) 。

(2) 神の真実(信実)

I コ リント書においてパウ ロは神の真実(備実)ということに言及す

る (I コ リ 1 : 9 ; l 0 : l 3 )。神の真実(信実)は旧約型 :,l:1に由来する;i

題であり, 新約文iltがこの概念に言及する時は旧約的理解を前提にキ

リスト論的な考察を加えている。神の真実性についての識論は, l日約

型iltにおいては契約神学的な基礎を持つている 25。申命記において,神

はイス ラ ェルの父組たちに与えた契約や(中7 : 9 ; 3 2 : 4 ) ,約東の言

u この句のlll;前論的・修辞学的分新については, 抽簡 l真正パ'シロll油導入部の
修詳学的分析」 「東.lt学院大学キリスト数文化研究所細要」 第 l 8 号 ( 2 0 0 0 年 ) 3・l -
3lli1l'iを参照。

2S 相:構 l パ ウ ロ に よ S け る n ofo f  6 at o ffn-lmf n 0  aeo0」 l パツuの宣教」 教
:文lil111, l998年203-:1l07「iを参照。
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l 1l

19eiを ( 詩 1 4 5  [l44] : l 3  LXX)守るので, 神は真実である( 1lm ;

m,rro ;・ ) と さ れ る。他方,第二イザヤは, 真実の神がイスラ ェ ルを選

んだことの内に, イスラ ェ ルの救いの希望の根拠を見ている(イザ 49:

7-9)o

パ ウ ロ は, I コ リ ン ト :i!;目頭で, 「キ リ ス I、との交わり へのi-lした神

は真実である」 と 述 べ る (Iコ リ l : 9 ) 2''。神が真実であるのは, 神が

イ ェ ス ・ キ リ ス トの福i音を通して信従たちをキリストとの交わりに招

き入れ, さ ら に は, キリストを通して彼らを究極的救いへと:tliし, 終

わりの時にそれを実現されるからであると考えられる ( l テ サ 5 : 2 4 ;

へブl0:23を参照) 2 7。キリストは信從たちの救いが実現するように,

彼らを終わりの日に到るまで支えるのである(I コ リ 1 : 8 )。ここでは,

救いの約東を守つて実現する神の真実と, それを仲介するキリストの

働きとが短く言及されている。

I コ リ l 0 : l 3 においてパウロは, 「神は真実であり, i耐えることが出

来る以上の試練にあなた方を会わせることなく, 試練と共に耐えるこ

とが出来る逃れの道を作つてドさるであろう」と述べる。lコ リ ン ト 1 0

章前半においてパウロは,コ リント教会の信徒たちの中に,異教の神々

に献げられた肉を食することにより, 混乱を起こしている者たちがい

ることを念頭に置きながら(I コ リ l 0 : l 4 -22), イ ス ラ ェルの歴史にお

2''' l ' リ l:9の詳しぃ釈義的分析は, Ilarrett. 39 -40;CoIIins. 65-66;Conzel・
mann. ・l7 ;Fee, 44 -.l7;. C‘arland. 35;Klauck. 60-6 l L a ng. l 8 l 9 :L ie tz-
mann. 5-6;Merklein. l.93-9・ l ; lltobertson and目ummer. 8;Schrage. l.l23-
l2‘l;Strobel,32;Thiselton. l03- l05;Witherington IIl,82 - 93;Wolf f ,23を参
照。

2 7 抽和'5「パ ウ ロ に お け る a o r o f  6 0 to f fn ion f  ro0 OeoOJ 「パウロの宣教」 教
文館, l998年206-207 tiを ・参u:l。
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第一 コ リ ン l、,lt l、:」'.i l 1る illlの間題 l 3

いて出エジプ トの後の荒野の・世代の中に偶像礼1l11l1の 11ll'を犯したために

減びた者たちがある事例を, 終末の時に臨んでいるキリスト教徒への

f薄告として言及している(l0:1-13) 2 S。 I コ リ l 0 : l 3 は , 神 は 信 徒 を

i而、f えることの出来ないような試練に会わせることのないと述べるので

あ る が, その根拠は救いの約東を守り, 信従に究極的な救いの希望を

与える神の真実とされている 2 9。この見方は, 試練に際しても信仰を t'f

く信f印者の側の真実を強調する初期ユダヤ教やキリスト教文書とは極

め て 対 照 的 で あ る ( シ ラ 1‘l : 2 0 : マ 力 2 : 5 2 ; へ ブ 6 : l 2 ; l 1 : 7 ;

l 3 : 7 ; I ぺ ト l : 9 ; 黙 ;11 : l 0. l 3. l 9 ; l 3 : l 0 他 ) :;''。

5. 結論と展望

これまでの考察を通して, 第一 一コ リント装tにおいてパウロが神を論

じる際は, (1)神を知る認識論としての十字架論, ( 2 ) 神 論 と キ リ ス

ト論の不可分性, (3) ll,的'et書の終末論的iIj解釈, (4)救済論的等の

特色があることが分かる。

(1) パウロ神学においてキリ ス トの一 l ・ -字11架は,数いの根拠であるだ

' l -' リ l 0 :  l - l 3 の,l詳しぃ釈.i'l11的分析は, Barrett. 2l8229;ColIins. 363 -37・l ;

ConzeImann. :1l01-:1l08;Fee. l.ll - .l62;Garland. -l:;S ・ ・l 7 ! :K lauck. 70-7:i ;

l,llren、er.;Lang. l l、S 一、l l ; I.ietzmam、. ・l・l - ・l‘ ;M ,erklein.2. l8:;- l92;Robcrtso l、
and I'lummcr. l98-2 l0 ;Schrag,e. 2.:;80-・l29;Strobc l. l:-)2 t57;ThiseIton. 7l lll -
7l9;WitheringtonlII.'l7-22・l ;Wo l f f. 208-225を参照。

2'相:構 「パウロにおl1る a‘lfrof 0 0eo;:/non f ro〇 8,eo〇、f パ .l'口の宣教』教
文館, l998年207-208l11lを1l11:!M!。

3°同208買を参lKt。
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l ・l

け で な く , 神 に ついて知る認一識根拠でもある(Iコリl:18- '25)。つま

り,パ'ン uにおいて-l - f : 架 論 は キ リ ス ト 論 の 間 題 で あ る と l t に , 神 が

自t:iを',';1,J、する啓示論と i1l lを知る認識論の間題であり, 神に ついて論

じる出発点である。 しかし, -l - 字11,t、1!の言集は信じる者に数いを得させ

るi1 l lの知1'a' ,神の力であったが, ユ ダ -t 的 な メ シ ア 観 に は1lll1l さ で あ り ,

ギ リ シ ア ・ ロ ー マ的知性にとっては .f響iかであった(1 :18 )。従つて,  -1 -
字架における神の知:i』' と力の啓 J、は, この世の知ii' に 対 す る 裁 き と

な っ た ( 1 : 2 0 -21)。

(2) I コ リ 8 : 6 に 一 、て パ ウ ロ は , ill llが可11l一で あ る の と 同 様 に _:E

イ ェ ス・ ;t リ ス ト も 一- 人であることを述べる。創造-i'lである和l lの唯一- -
性と l日1界の創造と救済の仲介者である -t リ ス ト の l確 一一性は常接不可分

な こ と と ・l11ll えられ,神論とキリスト論は表;◆i.11- -体の事lli1liと な っ て い る。

神は信じる者を救いに付i くのであるが, それを神は彼らを ;t リ ス ト と

の 交 わ l)に 解 き 入 れ る こ と を 通 し て 行 う ( I コ リ l : 9 ) 。 大地の創造に

お け る と 同 様 に, 救 い に 」1i い て も キ リ ス ト の 仲 介 が 不 可 欠 に な る の で

あ る 。

Ci) 第一コ リ ン ト 1i に.tj し 、てパ'ンロは,特にキリスI、の1111it1「i と終来

時に」1_iけ る タE者の複t111の イii?iに つ いて ,論じる文1脈で創 ・ lll記の神の創造

についての記事に言及する (15:20-58)。 大地創造に際して最初の人

ア ダ ム を 創 つ た 神 は ( 創 2 : 6 - 7 ) , 第 二 の ア ダ ム で あ る キ リ ス l、を登Eの

体にltit、f1さ せ た ( I :1」リ15 :20-28, 42 ,19) 。 :;t リ ス ト の 複 1ll「1 は神の業

で あ り ,  f l l f印者が終木の時にi1l1の力に .よって複活する希? lの根拠であ
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第一・ コ リ ン I、 ,l''に 加1る illlの間題 1:-)
る (I コ リ 6 : l 4 ; l 5 : l 1ll)。人 l,.,!の究極的数いの?f? lの根拠は, 無から

有を創造し, 死者を'11aii,'li,さ -l !・ る創造主の力にあることになる。

( -l )  l コ リ ン ト l 0 章 前 平 に お い て パ ウ ロ は, イス ラ エ ルの歴史に

」:; l,、て出エ ジプトの後の荒野の-lll'代の中に偶像礼判iの 11ll'を犯したため

にi成びた者たちがある事例を, 終末の時に臨んでいるキリスト教徒へ

の「f告として言及している(I コ リ l 0 : l - l 3 )。 I コ リ 1 0 : l 3 は,神は

f i從を ilfiえることの出来ないような試練に会わせることのないと述べ

るのであるが, その根拠は救いの約東を守り, 信従-に究極的な数いの

fi野!を与える神の真実とされている。 神を論じるパ、''ロの思考は徹頭

微ll1数済論的であり, f i じる者の究極的救いということに最終的な関

心がある。
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